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明るい選挙で

祖国の再建

立派な人に

立派な政治を

お願いしよう。

各
駐
在
員
、
組
長
さ
ん
に
お
願
い

今
回
の
解
散
に
よ
り
ま
し
て
五

月
二
十
二
日
総
選
挙
が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
各
駐
在
員
・
組
長

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
公
私

共
に
御
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま

．
お
互
い
に

公
隕
選
挙
を
断
行
し
ま
し
ょ
う

一
点
の
思
い
残
す
事
も
な
く

さ
．
つ
ば
り
と
し
汀
腰
票
に
ク

．
私
等
の
政
治
は
蘭
等
の
心
か
ら
選
ん
だ

代
表
に
よ
っ
．
て
執
行
さ
れ
ま
す
ク

第
二
十
八
回
通
常
国
会
は
四
月

二
十
五
且
解
散
さ
れ
、
．
新
に
民

意
を
国
民
に
問
う
．
Ｌ
．
と
に
な
り

ま
し
て
、
い
よ
ぐ
五
月
二
十

二
個
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
革

に
な
り
、
命
最
薗
裁
判
所
裁
判

官
の
同
属
賓
苦
慮
時
に
執
行

き
れ
る
こ
．
ふ
に
な
り
患
し
た
。

－
本
号
は
特
に
適
挙
に
つ
い
て
有

橋
者
の
皆
敢
万
に
薗
接
関
係
が

あ
り
、
且
つ
必
要
な
事
項
を
掲
．

げ
ま
し
て
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
と
共
に
御
参
考

に
供
し
た
い
と
患
い
ま
し
て
綿
・

集
敦
も
ま
し
た
。
．
．

以
下
唄
を
追
っ
そ
項
目
毎
虹

御
説
明
致
し
ま
す
が
、
佃
不
明

．
不
審
等
が
あ
り
漉
し
た
ら
御
遠

慮
な
く
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
役
場
総
儲
課
内
）
に
お
闘

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

従
前
は
投
票
日
の
翌
日
に
於

て
開
票
を
行
っ
て
居
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
特
に
自
治
庁

並
に
県
の
指
導
並
に
要
望
も

あ
り
ま
し
て
投
票
当
日
（
二

十
二
日
）
年
後
八
時
半
よ
り

家
巻
町
役
場
に
於
て
開
票
事

務
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

二
二
澤
単
期
日
に
つ

い
て

今
回
の
総
選
挙
は
い
よ
く

本
日
（
五
月
」
日
）
に
公
示

が
行
わ
れ
、
・
五
月
二
十
二
日

（
木
曜
日
）
に
決
定
を
み
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民

審
査
も
同
時
に
行
わ
れ
る
翠

に
な
り
ま
し
た
。

二
、
開
業
期
日
に
つ

い
て

三
、
∴
．
選
挙
人
名
簿
に

つ
い
で

選
挙
人
名
簿
に
は
基
本
選
挙

人
名
簿
と
補
充
選
挙
人
名
簿

と
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
用

の
基
本
選
挙
人
名
神

町
選
挙
管
理
委
点
会
が
毎
年

九
月
十
五
日
現
在
で
町
内
に

三
ケ
月
の
住
所
要
件
を
要
す

る
満
二
十
才
以
上
の
者
を
調

㍉
査
し
十
月
三
十
一
日
ま
で
に

調
整
を
終
り
縦
覧
に
供
し
た

結
果
、
十
二
月
二
十
日
確
定

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
今
回
の
選
挙
に
は
昨

年
十
二
月
二
十
日
に
確
定
し

た
名
簿
を
用
い
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
此
の
名
簿
は
五

月
三
日
よ
り
九
日
ま
で
の
七

′
日
周
各
駐
在
員
及
び
選
挙
管

理
爵
員
会
で
一
般
関
係
者
の

縦
乳
に
供
す
る
よ
う
に
な
っ

て
居
り
ま
す
。

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
・
ま
し
て

今
回
の
場
合
は
五
片
二
且
現

・
在
で
満
二
十
才
以
上
で
三
ケ

月
間
の
住
所
要
件
を
具
備
す

る
者
で
、
基
本
選
挙
人
名
将

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
者
で

あ
り
ま
す
。

由
し
本
人
若
し
く
は
代
理
人

か
ら
の
牒
請
が
な
い
と
登
載

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の

で
、
．
特
に
御
注
意
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
・

四
、
∵
補
充
選
挙
人
名
簿

の
調
整
に
つ
い
て

㈱
補
充
選
挙
人
名
簿

此
の
名
将
は
選
挙
毎
に
作
製

今
回
の
．
選
挙
の
補
充
選
挙
人

名
簿
は
五
月
ｌ
首
現
在
で
調

整
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
、①
五
月
二
月
現
在
で
満
二

十
才
に
達
し
町
内
に
三
ケ

月
の
住
所
要
件
を
有
す
る

も
の
⑧
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登

載
も
れ
の
も
の

※名
簿
調
整
現
有
期
日

名
将
縦
発
及
び
貞
潔
由
立
期

間

慧
朋
≠
蕾
四
品

名
稗
確
定
期
白

五
月
十
九
日

（
注
）
本
名
薄
は
「
本
人
又

は
代
理
人
」
か
ら
の
申
請

が
な
い
と
蟄
載
出
来
ま
せ

′
・
ん
の
で
、
基
本
選
挙
人
名

簿
を
縦
発
さ
れ
て
一
人
で

も
多
く
申
請
さ
れ
る
様
に

公
示
か
ら
開
葉
ま

か

で
の
あ
ら
ま
し

五
月
二
日

申
請
期
間
自
五
月
三
日

至
五
月
九
日

七
日
間

名
簿
調
整
期
間

慧
朋
黒
目
三
品

五
月
一
日
　
公
示
（
関
係
事
項

の
告
示
）
衆
親
院
不
在
投
票

開
始

五
月
三
日
　
補
充
名
簿
登
録
申

請
受
付
開
始

五
月
八
日
　
立
会
演
説
会

五
月
九
日
　
補
充
名
簿
登
録
申

請
期
限

五
月
十
二
日
　
候
補
者
並
び
に
．

裁
判
官
氏
名
掲
示

国
民
審
査
不
在
投
票
開
始

五
月
十
三
日
　
補
充
名
簿
縦
覧

及
び
異
議
申
立
開
始

五
月
十
六
日
　
補
充
名
簿
縦
覧

及
び
異
議
申
立
期
限

五
月
十
九
日
　
補
充
名
簿
確
定

五
月
二
十
二
日
　
投
票

ク
．
ク
　
開
票
（
八
時
半
）

す
が
、
補
充
名
将
の
調
整
、
入

場
券
並
に
選
挙
公
報
の
配
布
等

い
ろ
′
～
と
御
手
数
を
わ
ず
ら

わ
す
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
下

さ
る
よ
う
紙
上
を
持
っ
て
お
願

い
申
上
げ
ま
す
。

水
巻
町
選
挙
管
理
重
責
会

委
員
長
　
小
林
甚
太
郎

ｌ
＼
、

選
挙
事
務
の
受

付
時
間
に
つ
い

て
選
挙
に
関
す
る
事
務
は

豊
朋
高
言
の
間
は
土

曜
・
日
曜
祝
祭
日
を
と
わ
ず

無
休
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

よ
り
午
後
五
時
ま
で
受
付
け

致
し
ま
す
の
で
御
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

「
不
在
者
投
票
の
出
来
る

期
間

1
衆
議
院
璃
月

日
五
月
一
日

至
五
月
二
十
一
日
二
十
一
日
間

2
国
民
審
査

．
慧
朋
責
詔
十
日
間

二
、
不
在
者
投
票
の
出
来
る
人

投
票
日
（
五
月
二
十
二
日
）

に
左
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由

が
あ
っ
て
「
そ
の
旨
を
証
明

す
る
証
明
書
が
あ
れ
ば
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
出
来

患
す
。

不
在
者
投
票
を
行
お
う
と
す

る
人
は
証
明
書
を
持
っ
て
期

間
内
に
直
接
選
挙
管
理
委
員

会
へ
出
頭
し
．
て
投
票
を
行
う

か
、
又
は
郵
便
等
で
投
票
用

紙
等
を
請
求
す
る
革
が
出
米

ま
す
。

記

て
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職

務
又
は
業
務
に
従
事
中
で
あ

る
べ
き
人

こ
、
投
票
日
に
止
む
を
得
な
い

用
務
叉
は
事
故
の
た
め
水
巻

町
外
に
旅
行
中
又
は
滞
在
中

で
あ
る
人

三
、
疾
病
負
傷
妊
娠
不
具
若
し

く
は
産
確
に
あ
る
た
め
歩
行

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
人
文

は
濫
獄
又
は
少
年
院
に
収
容

中
で
あ
る
人

四
、
交
通
屋
難
の
島
そ
の
他
政

令
へ
省
蘭
）
で
定
め
る
地
域

に
居
住
申
若
し
く
は
滞
在
中

又
は
そ
の
地
域
に
お
い
で
職

務
若
し
く
は
業
務
に
従
夢
中

で
あ
る
べ
き
こ
と

立
会
演
説
会
に

つ
い
て

名
池
に
演
説
の
順
序
等
は
五

月
六
日
に
町
内
五
十
カ
所
に

掲
示
致
し
ま
す
。

注
　
以
上
は
参
加
候
補
者
が

八
人
以
内
の
場
合
の
計
画

で
若
し
九
名
以
上
の
場
合

は
、
五
月
十
六
日
午
後
六

時
よ
り
町
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
第
二
回
目
の
立
会
演

説
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

候
補
者
及
び

裁
判
官
の
氏
名
掲
示

衆
議
院
議
員
候
補
者
の
氏
名
掲

示
は各
投
票
区
三
カ
所
（
町
内
）

裁
判
官
の
氏
名
掲
示
は

各
投
票
区
一
カ
所
（
町
内
）

五
月
十
二
日
に
掲
げ
ま
す
。

簡
此
の
氏
名
札
を
故
意
に
こ

わ
し
た
り
よ
こ
し
た
り
し

な
い
様
に
選
挙
人
の
皆
様

に
お
願
い
し
ま
す
。
一

こ
の
様
な
行
為
を
発
見
さ

れ
る
と
選
挙
防
害
と
し
て

罰
せ
、
わ
れ
ま
す
の
で
御
注

意
下
さ
い
。

投
票
所
に
つ
い
て
・

あ
な
た
の
投
票
所
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す

本
町
に
於
て
の
全
候
補
者
の
立

会
演
説
会
は
五
月
几
日
牛
後
一

時
よ
り
水
巻
町
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
閑
撤
す
る
革
に
換
定
を
見

て
居
り
壊
す
。

脊
1
て
多
数
御
参
加
下
さ
完

様
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

各
候
補
者
の
演
説
持
時
間
は

二
十
九
分
間
で
、
済
説
順
序

は
未
定
で
す
か
参
加
候
補
者

今
回
の
投
票
所
は
左
記
の
通
り

に
設
け
ま
す
。
選
挙
人
名
樽
は

各
投
票
区
毎
に
作
製
し
て
居
り

ま
す
。
其
の
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
な
け
れ
蟻

票
出
来
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
投
票
所
番
号
は
入
場

．
券
の
右
肩
に
大
き
く
記
入
し
て

あ
り
ま
す
。

精
一
投
棄
所
（
下
二
小
学
校
）

関
係
地
域
　
二
、
伊
佐
屋
、

∵
下
二
、
下
二
町
住
吉
田
一

二
、
三

真
二
投
禦
新
（
第
一
硯
貴
所
逸

選
挙
公
報

発
所
）

片
山
区
、
常
盤
区
、
一
坑

社
員
区
、
由
雅
在
、
青
線

区

京
王
投
票
所
（
水
巻
町
役
場
）

立
屋
敷
、
頃
未
、
机
、
鯉

口
区
、
中
央
区
、
高
尾

区
、
机
宮
ノ
下
区

第
四
投
罵
所
（
二
坑
労
働
ク
ラ

ブ
）
古
賀
、
新
生
街
、
古
賀

区
、
明
映
寮
、
高
松
区

真
玉
投
票
所
（
猪
熊
小
学
校
）

樋
口
、
猪
熊
、
五
坑
区
、

棺
ノ
木
区

及
　
び

審
査
公
報
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
選
挙
立
候
補
者

の
選
挙
公
報
並
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
審
査
公
報
は
五

月
十
五
旦
頃
ま
で
に
御
手
許

に
送
付
申
し
上
げ
る
予
定
に

し
て
居
り
ま
す
。

必
ず
目
を
通
し
て
戴
き
ま
し

て
よ
い
候
補
者
を
選
ん
で
下

さ
い
。
入
場
券
に
つ
い

．
て

投
票
所
入
場
券
は
成
る
べ
く
早

目
に
皆
様
の
御
手
許
に
送
付
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
投

票
の
場
合
は
必
ず
自
分
の
入
場

券
で
投
票
し
て
下
さ
い
。

名
将
に
登
載
さ
れ
て
い
て
入
場

券
が
来
な
い
万
、
紛
失
さ
れ
カ

方
等
は
当
日
投
票
所
で
入
場
券

を
再
発
行
致
し
ま
す
の
で
係
員

に
請
求
し
て
下
さ
い
。

特
に
御
注
意
願
い
た
い
事
は
ハ

他
人
の
入
場
券
で
投
票
さ
れ
た

事
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
罰
せ

ら
れ
る
啓
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
入
場
券
を
確
認
の
上
、
是
非

自
分
の
入
場
券
で
投
票
を
行
っ

て
下
さ
い
。

・
選
挙
に
つ
い
て

の
問
合
せ

選
挙
関
係
に
つ
い
て
．
の
聞
合
せ

ま

て
投
票
日
前
日
ま
で
は
…

…
選
挙
管
理
委
員
会
へ
．

一
、
投
票
日
は
…
…
各
投
票

二
所
の
事
故
係
へ
ィ

右
督
し
た
通
り
お
申
し
但

し

′

ｈ

一

．

で
下
さ
い
。

＼ハ・．

本
町
現
基
本
選
挙
人
名
簿
に
よ
．
る
各
区
有
梅
者
数
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Ｉ
．．高　 明　 古　 新．古 部

・．松　 映　 賀　 生 落 ‘第
・区　 寮　 区　 街　 賀 名 四

投
＝ご　1
．ヽ．　　　　　　　 ’ヽ　　　　　　ヽ

人

員

票
六十∴∵　 四　　 八 区．－
．‘㌻∵！＋ ，四　 七　 一　 七　 一

一　 〇　 一 ．茸　 四 ．

猪 桶 芸 漂 部

牒 舘

．熊　 ロー・．・園　 区 名 五

授
人

員

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ 票．

四　　　　　　　 二 ．四　 五　 二 区
六 ．　　　　　 五　 五　 〇　 三

八　 七　 八　 九

有権者総計　　17，523
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＞

へ

糊
政
治
と
生
活
に
つ
い
て
凧

．

Ｖ

ハ

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｖ

ハ

猟
Ｖ
へ
Ｘ
Ｘ
Ｖ
ハ
Ｖ
＜
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
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∨
ハ
∨
ハ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
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私
等
の
生
活
は
政
治
と
直
結
し
て

い
る
の
で
す

棄
権
は
出
来
ま
せ
ん
〓

．、＼

．
雅
も
個
人
や
社
会
の
生
活
問
題
に
は
快

い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

．
と
こ
ろ
が
を
れ
と
曹
接
不
前
鵬
の
関

係
に
あ
る
政
治
の
聞
題
に
つ
い
て
は
案

外
無
噸
潜
の
お
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

政
治
枚
、
政
治
儀
の
や
る
邸
で
、
普
通

人
と
儀
く
轍
の
は
な
れ
た
隊
界
の
こ

と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
、
少
く

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
槻
ま
ち
が
っ
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。

税
金
の
革
で
も
「
壌
律
の
事
で
も
、

子
供
の
教
育
の
裸
で
も
、
物
価
や
変
鳩

費
や
、
住
居
や
軍
の
革
ま
で
敬
え
き

れ
な
い
轡
息
是
清
上
藤
娘
の
こ
と
が

ら
は
、
こ
と
か
と
く
そ
の
背
景
に
政
治

が
ひ
か
え
て
い
虚
妄
見
逃
し
て
は
な

幻
ま
せ
ん
。
こ
れ
等
の
こ
と
が
現
象
と

し
て
わ
れ
わ
れ
の
日
の
都
に
誘
わ
れ
て

い
る
、
を
の
観
相
は
、
す
べ
て
を
の
特

の
政
治
の
方
寸
に
よ
っ
て
類
足
せ
ら
れ

る
の
で
あ
り
ま
耳

生
精
問
題
を
真
胃
に
考
え
る
な
ら

ば
い
き
お
い
政
治
に
関
心
を
も
り
の
が

当
然
で
あ
8
ま
し
ょ
う
。

民
主
義
の
進
ん
だ
国
で
あ
れ
ば
あ

る
囁
、
国
民
馬
外
の
政
治
に
つ
い
て

強
い
思
雷
や
て
い
る
の
で
あ
の
ま

す
．封
払
晴
代
や
独
裁
制
の
下
で
は
、
政

治
竺
部
少
数
者
腐
植
と
聖
て
い

ま
し
て
人
民
は
治
め
ら
れ
る
者
と
し
て

止
と
ま
り
、
積
極
的
に
政
治
に
象
与
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
属
主

・
ニ
轟
の
下
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
鳥
は

政
治
の
主
体
と
し
て
、
政
治
を
左
右
し

得
る
現
場
に
庸
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

民
主
政
治
の
週
歩
と
と
も
に
ま
す
ま
す

政
治
関
心
が
強
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

私
生
精
披
、
社
会
公
共
生
塔
の
影
年

下
に
あ
り
ま
す
。
社
会
爪
莱
崖
椿
を

動
か
す
政
治
に
つ
い
て
他
人
事
の
横

に
考
え
る
の
は
、
私
銀
将
を
す
ら
本
気

で
考
え
て
い
な
い
人
で
あ
る
と
胃
え
ま

し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
政
治
へ
の
関
心
は
ま
ず
選

挙
の
贋
に
最
も
よ
く
現
わ
れ
る
駅
で
あ

り
ま
す
。

遺
拳
は
わ
れ
わ
れ
国
展
の
代
車
嘉

ぷ
行
為
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
わ
れ
わ

れ
の
政
治
意
思
を
表
明
す
る
唯
一
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。

国
民
が
ど
ん
な
政
策
を
求
め
る
か
、

交
ど
の
様
な
政
府
の
出
来
る
こ
と
姦

む
か
は
、
蜘
黛
を
通
じ
て
の
み
、
公
的

に
、
か
つ
訂
轟
果
的
に
表
申
し
う
る
の

で
あ
幻
ま
す
。

日
学
生
活
問
題
尤
っ
い
て
性
意
し

正
確
な
判
断
と
恕
ｌ
穀
的
な
層
腰

あ
る
毎
に
な
す
こ
と
も
、
政
治
的
関
心

の
深
い
も
の
の
所
為
で
は
あ
り
ま
す
か

そ
っ
し
て
出
来
上
が
る
意
見
が
、
有
効

に
表
明
さ
れ
る
の
は
確
善
お
き
ま

し
て
の
跡
綾
を
通
じ
て
で
あ
り
ま
す
。

⑥
投
票
の
秘
密
は

魔
対
保
持
さ
れ
ま
す
／

従
来
投
票
を
終
え
て
、
巷
間
に
選
挙
に
関
す
る
勝
敗
の
件
は
勿
論
、
遍
挙
の
神

様
式
臓
弁
家
が
現
わ
れ
「
何
其
さ
ん
処
の
票
は
、
何
々
候
補
に
動
い
た
」
と
さ

も
見
た
物
か
の
様
に
青
い
振
ら
す
向
き
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
そ
の
昔
が
的
中
し

た
場
合
も
あ
り
、
投
窮
し
た
御
本
人
は
、
何
か
う
し
ろ
め
く
思
い
に
か
り
た
て

ら
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
若
し
や
自
分
の
投
票
の
秘
密
が
あ
ぼ
か
れ
た
了
と

不
安
を
起
す
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
根
も
某
も
な
い
流
言

で
あ
り
ま
す
。
何
議
員
の
選
挙
に
当
っ
て
も
、
投
窮
は
絶
対
無
比
の
秘
密
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
こ
そ
憲
法
に
則
る
処
の
各
個
人
の
絶
対
意
志
の
表
明
が
貰
徹

さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
心
か
ら
安
心
し
て
、
強
固
な

自
己
の
意
志
に
よ
っ
て
授
業
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
の
事
聾
島
逃
す
こ
と
は

民
壷
下
の
国
民
に
は
ど
う
て
い
出
来

な
い
管
で
あ
り
ま
す
。
′

政
治
と
生
曙
を
鰐
ぷ
行
動
的
媒
介
は

遍
挙
で
あ
る
せ
は
っ
き
り
申
す
べ
き
で

あ
の
ま
し
ょ
う
。

を
こ
で
皆
棲
、
一
人
の
棄
権
者
も
な

く
交
一
点
の
農
虻
も
な
い
、
断
固
た
る

愚
意
の
表
明
に
も
と
づ
く
、
思
い
の
こ

し
の
な
い
抑
輿
姦
し
訂
し
よ
う
。

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

国
民
審
査
に
つ
い
て

今
次
衆
議
院
鵜
員
の
総
選
挙

と
同
時
に
行
わ
れ
る
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
同
じ

く
五
月
一
日
中
央
選
管
蚕
か
ら

告
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
審
査
事
務
は
中
央
選
挙

管
理
委
員
会
が
担
当
、
絵
選
挙

の
有
権
者
が
そ
の
ま
ま
授
業
資

格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
が

若
し
有
権
者
の
百
分
の
一
以
上

の
投
票
が
な
い
場
合
に
．
は
、
た
．

と
え
そ
の
全
部
が
免
職
に
賛
成

で
も
そ
の
と
き
の
審
査
は
無
効

と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
対
す

る
国
民
審
査
の
判
定
は
憲
法
第

七
九
条
に
も
と
づ
い
て
最
高
裁

判
所
の
裁
判
官
の
任
命
と
そ
の

地
位
の
継
続
に
つ
い
て
国
民
の

審
判
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
・
今
回
審
査
に
付

さ
れ
る
の
は
五
名
の
裁
判
官
で

あ
り
ま
す
。

な
お
審
査
の
投
票
方
法
は
、

審
査
の
投
票
用
紙
に
記
載
．
さ
れ

て
い
る
裁
判
官
の
う
ち
、
蹄
免

す
る
は
う
が
よ
い
と
患
わ
れ
る

裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏

名
の
上
に
「
×
」
印
を
書
き
、

髄
免
し
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ

れ
る
裁
判
官
の
氏
名
に
は
何
も

記
入
し
な
い
ま
ま
投
票
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

髄
免
す
る
万
が
よ
い
と
す
る

投
票
の
数
が
、
罷
免
を
し
な
い

方
が
よ
い
と
す
る
投
票
よ
り
多

い
場
合
は
、
そ
の
裁
判
官
は
審

査
の
確
定
し
た
日
に
解
免
さ
れ

て
、
罷
免
の
日
か
ら
五
年
間
は

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
任
命

さ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
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今
回
選
挙
の
投
票
順
序
と

投

票

用

紙

の

色

別

始
め
に

衆
議
院
議
員
投
票
　
（
黒
ず
り
）
、

次

　

に

最
高
裁
判
所
裁
判
官
舶
如
投
票
（
赤
ず
り
）

仁一ニー一二‾ム填訂ＪＬここここ「よ′ニ・∵・．〃ｕ＝㌶′－こ＝＝＝1…コ

ｉ
ｉ
は
‖
Ｈ
、
Ｐ
ン
Ｈ
“
Ｈ
朋
Ｈ
溜
才
せ
満
目
Ｈ
Ｈ
ｌ
ｒ
汀
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
珂

投
票
の
順
序

に
つ
い
て

投
票
の
順
序
に
つ
い
て
は
各
投

票
所
に
於
て
若
干
の
相
違
が
あ

り
ま
す
が
、
大
略
御
説
明
申
上

げ
ま
す
と
、
左
の
通
り
で
す
。

（
投
票
所
案
内
見
取
図
を
御
参

照
下
さ
い
）

一
、
先
ず
受
付
に
入
場
券
を
差

出
し
受
付
を
終
る
。

二
、
入
場
券
を
持
っ
て
到
着
番

号
係
で
番
号
の
記
入
を
受
け

る
っ

三
、
入
場
券
を
名
簿
対
照
係
に

出
し
、
名
簿
と
の
照
合
を
受

け
投
票
用
紙
の
交
付
所
へ
行

く
。

四
、
投
票
用
紙
（
東
嶺
員
黒
ず

り
）
と
木
札
を
貰
う
。

五
、
投
薬
記
鮭
所
で
衆
議
員
候

補
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
。

六
、
投
票
箱
に
投
票
用
紙
を
投

蝕
す
る
。

七
、
木
札
を
持
っ
て
次
の
国
民

審
査
投
票
用
紙
交
付
所
で
木

札
と
引
替
え
に
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
（
赤
ず
り
）
を
受

け
取
る
。

八
、
記
載
　
ｌ
所
で
罷
免
を
し
よ
う

と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の
下

に
×
印
を
記
入
（
罷
免
し
な

く
て
よ
い
と
思
う
場
合
は
そ

の
ま
雇
）
し
投
票
箱
に
投
蝕

す
る
。

九
、
之
で
全
部
終
っ
て
出
口
へ

図取見内案所ｌ
票
投
．衆議院議員
．投票記載所

、、’－　ｌ－－　　　」　1
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トも

ｔ．

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

用

紙

交

付

叶

国
民
寄
木
且
牧
畜
ボ

国
民
審
査
投
票
記
載
所

町
内
学
校
教
職
員
異
動
の
紹
介

淵
上
攣
　
新
任

貞
釆
毒
手
　
復
職

第

一

次

小
学
校
教
職
員

三
月
三
十
一
日
付
転
退
職

四
月
．
一
日
付
任
　
用

大
分
県
よ

β学
犬
研
修

生
よ
抄

猶
僻
小
よ
幻

広
故
事
予
　
退
職

ｈ

以
上

下
二
小
へ

松
丸
改
革

中
島
　
辣
奨

悪
筆

小
串
　
邦
夫

下
二
小
よ
β

宮
崎
解
放

骨
太
柵
代
子

復
職

新
任
得
撫
新
任

クク

組
合
専
従

よ
瀞
褐
学
大

将
畳
大

猪
傭
小
へ

申
聞
北
小

へ

凱滋

葺．牽

ク．・タ

机　ク
‾’’－一　‾‘　’〟ヽ

へ，

盃
恵
子
　
転
出
中
間
小
へ

岡

山

　

慣

和

　

ク

　

中

間

北

小

へ

武
野
　
武
雄
　
退
職

虜
末
小
へ

下
川
　
玲
珂
　
新
任
椙
尊
大

駅
末
小
よ
り

加
班
　
忠
　
退
職

机
小
へ
行
郁
　
男
　
新
任
稲
＆
大

机
小
よ
り

小
森
　
キ
ミ
　
転
出
　
八
幡
市
へ

猪
聯
小
へ

………一語

一一‥”；

第

二

次

小
学
校
長
及
び
教
頭

並
び
に
中
学
校
教
職
員

四
月
三
十
日
付
転
退
職

五
月
　
ｌ
　
日
付
任
　
用

下
二
小
よ
り

椅
畏
　
額
田
久
敏

教
頭
高
島
万
才

教
諭
守
田
チ
エ
子

監禁謡へ品
へ　　小　　北
へ　　小

頃
末
校
よ
り

教
輸
声
次

教
輸
袈
・
車
央

机
小
よ
り

埜

二

薔

〓

富

教
的
迷
盗
塁
至
一

ク
　
門
脇
チ
ト
セ

猪
熊
か
よ
幻

水
タ　少　数・巻　数

．臓器嘗・簑
撃撃窟　掌

退
職

下
二
小
へ

校
長
小
倉
市
へ

藩申
間
中
へ

下
京
へ

机
小
へ

南
中
へ

ク
　
秋
暫
　
澄
ナ

ク
　
田
代
　
玲
子

水
鴇
簡
中
よ
り

教
輸
　
花
田
ヒ
サ
ノ

ク
　
小
野
欽
也

ク
　
磯
村
順
一

顆更窯　軍買
央　　へ　　へ

新
任
及
び
他
町
村
よ
り

机
小
へ
櫻
長
井
口
　
五
戸
切
小
よ
り

悟
莱
小
へ

教
輸
橋
本
成
子
－
．

猪
飛
小
へ

教
輸
下
津
滑
浅
香
　
学
大
串

下
二
小
へ

教
頭
暫
田
政
雄
山
昭
小
よ
幻

水
中
へ
教
輸
中
村
　
錦
苧
環
背
中
よ
り

以
上
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